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X 線 CT は病気の早期発見から術後診断に至るまで、現代医療の根幹をなす強力なイメージン

グ技術である。しかし、臨床で一般的に使用されるエネルギー積分型 CT は、撮影一回あたりの

被爆量が非常に高く、また取得できる CT 画像がモノクロであるため物質同定が困難となり問題

となっている。そのため、個々の X 線光子エネルギーを逐次取得し、画像の多色化を可能とする

フォトンカウンティング CT(PC-CT)の研究が世界的に進められている。中でも、半導体検出器

を使用した直接変換型 PC-CT が主に提案されているが、レート耐性やデータ処理の煩雑さが広

い普及の妨げとなっている。そこで我々は、高速シンチレータと MPPC で構成される低コストで

実現性の高い間接型 PC-CT システムを開発し、低線量化及び物質同定、絶対濃度の推定を実現

した。しかし、第一世代型の実験セットアップでの撮影のため、撮影時間が長時間に渡ってしま

うのが問題ともなっていた。 

本講演では、より臨床応用可能な PC-CT システムを構築すべく、現在主流となっている第 3

世代型のセットアップへの移行に関して紹介する。これにより撮影時間の大幅な短縮が期待でき

るが、一方で検出器個々のゲインや暗電流のばらつきが起因であるリングアーチファクトが生じ

る。そこで、空気によるキャリブレーション、及びスパースコーディングの一種である Total 

validation を用いてリングアーチファクトを除去することで CT 画像評価を行った。更に、システ

ムのレート耐性を向上させるため、従来使用していた YGAG シンチレータから時定数の速い

LYSO シンチレータに変更し、レート耐性や CT 画像評価も行った。最後に、フィルタ逆投影法

での画像再構成時に使用するフィルタ関数の最適化も行ったので、それに関しても報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 CT images of gold nanoparticle phantom 

before and after ring artifact correction 

Fig.2 Comparison between YGAG and LYSO using 

 countrate (over 55keV) and CT images (55-70keV) 

第82回応用物理学会秋季学術講演会 講演予稿集 (2021 ハイブリッド開催（名城大学 天白キャンパス ＆ オンライン）)13a-N206-4 

© 2021年 応用物理学会 02-080 2.4

mailto:tt.b-ball.boy24@akane.waseda.jp

